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御
挨
拶 

  

去
る
九
月
十
八
日
、
心
配
さ
れ
た
雨
も
上
が
り
晴
天
の
も
と
、
当
山
山
門
落
慶
及
び
晋
山
式
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
仏
、
歴
代
祖
師
・

上
人
の
ご
加
護
、
各
御
寺
院
様
、
そ
し
て
壇
信
徒
の
皆
様
の
お
か
げ
と
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
ず
、
当
山
山
門
新
築
に
あ
た
っ
て
は
、
壇
信
徒
の
皆
様
か
ら
多
く
の
御
寄
進
を
い
た
だ
き
、
各
業
者
の
皆
様
の
尽
力
に
よ
り
立
派
な
山
門
を
完
成
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
関
係
者
の
皆
様
に
も
本
当
に
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
山
門
新
築
は
、
先
代
住
職
隆
秀
上
人
の
念
願
で
も
あ

り
ま
し
て
、
落
慶
法
要
は
当
初
、
隆
秀
上
人
住
職
歴
五
十
年
を
記
念
し
て
執
り
お
こ
な
う
計
画
で
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
十
月
の
突
然
の
遷
化
に
よ
り
、
住
職
歴
五
十
年
を
記

念
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
で
す
が
隆
秀
上
人
も
き
っ
と
浄
土
で
、
こ
の
山
門
落
慶
を
喜
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
こ
の
度
、
第
三
十
三
世
明
空
隆
秀
上
人
の
あ
と
を
受
け
て
、
私
丌
肖
晃
昌
が
当
山
阿
弥
陀
寺
の
住
職
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
浅
学
非
才
で
未
熟
者
の
私

が
当
山
阿
弥
陀
寺
の
住
職
と
い
う
大
任
を
無
事
努
め
ら
れ
る
か
、
甚
だ
心
も
と
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
隆
秀
上
人
の
遺
志
を
継
ぎ
、
微
力
な
が
ら
鋭
意
専
心
努
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

何
卒
、
皆
様
の
御
指
導
御
鞭
撻
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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阿
弥
陀
寺
の
歴
史 

 
開
創
の
時
期
は
丌
明
、
山
号
は
大
陽
山
、
寺
号
は
阿
弥
陀
寺
、
天
保
元
年
（
一
八
三0

年
）
に
火
災
に
遭
う
が
、
翌
年
天
保
二
年
（
一
八
三
一
年
）
七
月
十
二
日

に
再
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

浄
土
宗
、
河
内
国
佐
太
村
の
来
迎
寺
及
び
山
城
の
国
粟
生
の
光
明
寺
の
末
寺
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
十
七
年
五
月
よ
り
粟
生
の
光
明
寺
の
専
属
と
な
っ
た
。 

現
在
の
本
堂
は
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
年
）
に
建
立
、
九
月
十
一
日
に
落
慶
法
要
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

山
門
に
つ
い
て 

 

旧
阿
弥
陀
寺
山
門
は
、
棟
札
に
よ
る
と
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
年
）
に
建
立
と
記
さ
れ
て
い
る
（
江
戸
時
代
）。
そ
れ
か
ら
約
一
六
〇
年
余
が
経
過
し
て
い
る
。 

嘉
永
（
か
え
い
）
と
は
、
弘
化
（
こ
う
か
）
の
後
、
安
政
（
あ
ん
せ
い
）
の
前
。
一
八
四
八
年
か
ら
一
八
五
四
年
代
、
こ
の
時
の
天
皇
は
孝
明
天
皇
。
江
戸
幕
府
将
軍
は

第
十
二
代
徳
川
家
慶
、
十
三
代
徳
川
家
定
で
あ
る
。 

今
回
の
建
替
え
の
背
景
に
は
、
老
朽
化
が
激
し
く
雨
漏
り
が
し
て
瓦
が
ず
り
落
ち
、
修
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と
な
っ
た
。
費
用
面
に
お
い
て
修
理
は
建

替
え
と
同
額
程
度
必
要
で
あ
り
、
検
討
の
結
果
建
て
替
え
る
方
向
へ
と
進
み
、
檀
家
集
会
で
諮
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

平
成
二
十
一
年
九
月
五
日
檀
家
集
会
を
開
き
、
全
員
の
賛
同
を
得
て
建
て
替
え
る
こ
と
に
決
定
し
た
。 

事
業
内
容
は
、
山
門
の
建
替
え
、
境
内
整
備
、
完
成
記
念
法
要
の
実
施
等
で
あ
る
。 

http://www.weblio.jp/content/%E5%BC%98%E5%8C%96
http://www.weblio.jp/content/%E5%AE%89%E6%94%BF
http://www.weblio.jp/content/1848%E5%B9%B4
http://www.weblio.jp/content/1854%E5%B9%B4
http://www.weblio.jp/content/%E5%A4%A9%E7%9A%87
http://www.weblio.jp/content/%E5%AD%9D%E6%98%8E%E5%A4%A9%E7%9A%87
http://www.weblio.jp/content/%E6%B1%9F%E6%88%B8%E5%B9%95%E5%BA%9C
http://www.weblio.jp/content/%E5%BE%B3%E5%B7%9D%E5%AE%B6%E6%85%B6
http://www.weblio.jp/content/%E5%BE%B3%E5%B7%9D%E5%AE%B6%E5%AE%9A
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施
行
計
画
は
、
平
成
二
十
一
年
度
は
計
画
確
定
、
資
金
計
画
の
確
定
を
す
る
。
平
成
二
十
二
年
度
は
工
事
施
工
、
平
成
二
十
三
年
度
で
完
成
記
念
法
要
の
実
施
と
な

る
。 事

業
費
は
山
門
建
替
工
事 

一
八
〇
〇
万
円
、
境
内
整
備 

三
〇
〇
万
円
、
諸
経
費 

一
〇
〇
万
円
の
予
定
、
合
計
二
二
〇
〇
万
円
。
財
源
確
保
は
檀
家
寄
進 

七

〇
〇
万
円
、
寺
特
別
会
計 

五
〇
〇
万
円
、
永
代
祠
堂
積
立
金 

一
〇
〇
〇
万
円
、
合
計 

二
二
〇
〇
万
円
。 

以
上
檀
家
の
皆
さ
ん
の
寄
進
を
は
じ
め
以
上
の
状
況
で
建
替
え
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

平
成
二
十
二
年
五
月
六
日
工
事
を
着
工
し
、
同
年
九
月
一
日
上
棟
式
を
行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
一
カ
月
後
、
先
代
隆
秀
住
職
が
病
に
臥
せ
ら
れ
、
新
山
門
落
慶
法
要
を
待

た
ず
、
十
月
七
日
帰
ら
ぬ
人
と
な
ら
れ
た
。
突
然
の
先
代
隆
秀
上
人
の
逝
去
に
伴
い
、
晃
昌
上
人
の
一
日
も
早
い
後
継
が
望
ま
れ
、
晋
山
式
と
山
門
落
慶
を
兹
ね
る
運
び

と
な
っ
た
。 

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
六
日
め
で
た
く
新
山
門
が
竣
工
、
平
成
二
十
三
年
一
月
三
十
一
日
境
内
整
備
も
整
っ
た
。 

そ
し
て
、
平
成
二
十
三
年
九
月
十
八
日
落
慶
法
要
と
晋
山
式
が
行
わ
れ
た
。 

    

    



4 

 

阿
弥
陀
寺
山
門
建
設
及
び
晋
山
式
経
過 

  
平
成
二
十
一
年
九
月 

五
日 

檀
家
総
会 

  

平
成
二
十
一
年
九
月 

五
日 

事
業
計
画 

  

平
成
二
十
一
年
十
二
月
吉
日 

浄
財
納
入
に
つ
い
て 

  

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
五
日 

見
積
説
明
会
（
区
内
檀
家
二
業
者
） 

  

平
成
二
十
二
年
三
月
十
六
日 

見
積
も
り
提
出 

  

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
五
日 
契
約
（
株
）
大
仙
工
務
店 

一
九
〇
〇
万
円
で
契
約 

  

平
成
二
十
二
年
五
月 

五
日 

山
門
取
壊
し
お
祓
い 

  

平
成
二
十
二
年
五
月 

六
日 

工
事
着
工 

  

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日 

木
材
原
寸
確
認 

  

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
九
日 

基
礎
工
事 

  

平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日 

境
内
整
備
契
約
（
株
）
大
仙
工
務
店 
四
八
〇
万
円
契
約
、
追
加
工
事
六
十
三
万
円 

計
五
四
三
万
円 

  

平
成
二
十
二
年
七
月  

一
日 

鬼
瓦
確
認
（
奈
良
瓦
道
） 

  

平
成
二
十
二
年
七
月 

 

七
日 

境
内
整
備
開
始 

 
 

 

  

平
成
二
十
二
年
七
月
十
二
日 

材
木
検
査 

  

平
成
二
十
二
年
九
月 

一
日 

上
棟
式 
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平
成
二
十
二
年
十
月 

十
日 

明
空
隆
秀
上
人
表
葬
儀  

  

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
六
日 

新
山
門
竣
工
検
査 

  

平
成
二
十
三
年 

一
月
十
四
日 

晋
山
式
、
落
慶
法
要
打
合 

  

平
成
二
十
三
年 

一
月
十
八
日 

岡
田
仏
具
店
落
慶
法
要
記
念
品
打
合
せ 

  

平
成
二
十
三
年 
一
月
三
十
一
日 

境
内
整
備
竣
工
検
査 

  

平
成
二
十
三
年 

三
月
十
三
日 

檀
家
総
会
打
合
せ 

  

平
成
二
十
三
年 

三
月
二
十
一
日 

檀
家
総
会
最
終
打
合
せ 

  

平
成
二
十
三
年 

三
月
二
十
七
日 
経
過
報
告
等
檀
家
総
会 

  

平
成
二
十
三
年 

四
月
十
九
日 

宗
祖
法
然
上
人
八
〇
〇
年
御
遠
忌  

  

平
成
二
十
三
年 

四
月
二
十
九
日 

落
慶
法
要
、
晋
山
式
他
打
合
せ  

  

平
成
二
十
三
年 

五
月 

十
日 

落
慶
法
要
、
晋
山
式
他
打
合
せ 

  

平
成
二
十
三
年 

五
月
二
十
三
日 

落
慶
法
要
、
晋
山
式
他
打
合
せ 

  

平
成
二
十
三
年 

五
月
二
十
八
日 

岡
田
仏
具
店
落
慶
法
要
記
念
品
打
合
せ 

  

平
成
二
十
三
年 

五
月
三
十
一
日 

落
慶
法
要
、
晋
山
式
他
打
合
せ 

  

平
成
二
十
三
年 

六
月
二
十
五
日 

落
慶
法
要
、
晋
山
式
他
打
合
せ 

  

平
成
二
十
三
年 

七
月 

四
日 

落
慶
法
要
、
晋
山
式
他
打
合
せ 
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平
成
二
十
三
年 

七
月
三
十
一
日 

慶
法
要
、
晋
山
式
他
打
合
せ 

  

平
成
二
十
三
年 

八
月 

九
日 

落
慶
法
要
、
晋
山
式
他
打
合
せ 

  

平
成
二
十
三
年 

八
月
二
十
五
日 

落
慶
法
要
、
晋
山
式
他
打
合
せ 

  

平
成
二
十
三
年 

九
月 

五
日 

落
慶
法
要
、
晋
山
式
他
打
合
せ 

  

平
成
二
十
三
年 
九
月 

十
日 

落
慶
法
要
、
晋
山
式
他
打
合
せ 

  

平
成
二
十
三
年 

九
月
十
七
日 

落
慶
法
要
、
晋
山
式
準
備 

  

平
成
二
十
三
年 

九
月
十
八
日 
落
慶
法
要
、
晋
山
式
実
施 
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旧
山
門
棟
札 

               

（
表
）
天
下
和
順
日
月
清
明
風
雨
以
時
災
厲
□
起 

 

国
豊
民
安
兵
戈
無
用  

（
梵
字
バ
ン
）
表
門
造
立 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

惣
壇
那
中 

 
 

 
 

  

旹
嘉
永
元
巳
申
年
春 

(

一
八
四
八
年
） 

  

現
住 

 
 

 
 

 

伝
空
謹
識 

 
 

 

  
（
裏
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

※ 

精
華
町
教
育
委
員
会
で
解
読
し
て
頂
き
ま
し
た 

  
 

 

 

 

旧山門 
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平
成
二
十
二
年 

五
月 
五
日 

隆
秀
住
職
と
共
に 

平
成
二
十
二
年 

五
月
五
日 

山
門
取
壊
し
お
祓
い 

平
成
二
十
二
年 

五
月 

六
日 

工
事
着
工 



9 

     

   

        

             

平
成
二
十
二
年
九
月 

一
日
上
棟
式 
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平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
六
日 

新
山
門
竣
工 
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平
成
二
十
三
年
一
月
三
十
一
日 

境
内
整
備
竣
工 
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新
山
門
棟
札 

 
 

 

                 

大
陽
山
阿
弥
陀
寺
新
山
門
棟
札
解
説 

平
成
二
十
二
年
九
月
一
日
（
水
）
棟
札
を
、
旧
棟
札
及
び
九
月
一
日
付
け
新
聞
（
朝
日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
京
都
新
聞
）
三
紙
共
に 

納
め
る
。 

 

「
棟
札
に
記
さ
れ
た
祝
聖
文
（
天
下
和
順
之
文
）
の
開
設
」 

無
量
寿
経
下
巻
よ
り
引
用
。
平
和
の
祈
願
、
堂
宇
の
落
慶
、
修
正
会
な
ど
主
に
祝
い
の
法
要
の
際
に
使
用
。
上
棟
式
の
棟
札
に
も
書
く
。 

天
下
和
順 

(

て
ん
げ
わ
じ
ゅ
ん) 

日
月
清
明 

(

に
ち
が
つ
し
ょ
う
み
ょ
う) 

風
雨
以
時 

(

ふ
う
う
い
じ) 

災
厲
丌
起 

(

さ
い
れ
い
ふ
き) 

国
豊
民
安 

(

こ
く
ぶ
み
ん
な
ん) 

兵
戈
無
用 

(
ひ
ょ
う
が
む
ゆ
う) 

崇
徳
興
仁
（
す
と
く
こ
う
に
ん) 

務
修
礼
譲 

(

む
し
ゅ
ら
い
じ
ょ
う) 

 

天
下
は
和
や
か
で

順
や
わ
ら
か

で
あ
り
、
日
月
は
清
明
に
（
あ
っ
て
）、
風
雨
は
時
を
以
て
（
吹
き
降
り
）
し
、
災
い
や
疫
病
も
起
こ
ら
ず
、

国
は
豊
か
に
し
て
民
は
や
す
ら
か
に
兵
戈

へ
い
か

は
用
い
る
こ
と
も
無
く
、
徳
を
崇 あ

が

め
仁
を
興
し
、
務
め
て
礼
（
儀
と
謙
）
譲
を
修
め
ら
れ
ん
。 
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阿
弥
陀
寺
山
門
落
慶
法
要
・
晋
山
式 

出
立
回
向 

庭
儀
式 

開
門
式 

晋
山
式 一

、 

入
道
場 

一
、 

辞
令
伝
達 

一
、 

過
去
帳
を
授
受 

一
、 

続
経 

 
 

 

一
、 

晋
住
挨
拶 

一
、 

来
賓
祝
辞 

一
、 

祝
電
披
露 

一
、 

感
謝
状
授
不 

一
、 

総
代
謝
辞 

一
、 

退
殿 

そ
の
後
祝
膳 

 
 

 
 

 
 

 

参
列
寺
院 

 

蓮
台
寺
（
大
竹
辨
学
師
） 

 
 

寶
住
寺
（
伊
藤
高
義
師
） 

 
 

来
迎
寺
（
伊
藤
順
芳
師
） 
 

 

 

善
修
寺
（
堀
田
英
彰
師
） 

 
 

安
楽
寺
（
原
田
観
昭
師
） 

 
 

 

鹿
背
山
西
念
寺
（
田
辺
英
夫
師
） 

西
蓮
寺
（
成
田
隆
徳
師
） 

長
福
寺
（
淀
川
隆
顕
師
） 

安
福
寺
（
八
田
聖
晋
師
） 

 

山
田
西
念
寺
（
水
野
輝
久
師
） 

 

乾
谷
光
明
寺
（
坂
口
直
典
師
） 

安
養
寺
（
脇
坂
元
博
師
） 

西
蔵
寺
（
田
中
宏
祐
師
） 

善
修
寺 

資
（
堀
田
俊
英
師
） 
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出
立
回
向 

集
会
所
に
て 
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庭
儀
式 

集
会
所
か
ら
山
門
ま
で
行
列 
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歴
代
上
人
の
墓
に
回
向 

晋
山
式 

晋
住
挨
拶 

開
門
式 
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謝  

辞 

 
本
日
こ
こ
に
、
大
陽
山
阿
弥
陀
寺
山
門
落
慶
法
要
並
び
に
晋
山
式
を
挙
行
さ
れ
る
に
当
た
り
、
本
山
西
山
浄
土
宗
光
明
寺
ご
代
表
様
を
始
め
組
寺
、
法
類
の
ご
寺
院
様
の

ご
臨
席
を
賜
り
盛
大
に
出
来
ま
す
こ
と
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

又
、
阿
弥
陀
寺
様
ご
親
戚
の
皆
様
方
並
び
に
檀
信
徒
の
皆
様
方
に
は
、
ご
多
用
の
と
こ
ろ
多
数
ご
出
席
を
賜
り
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

か
え
り
み
ま
す
と
、
山
門
建
替
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
旧
山
門
が
建
築
後
百
六
十
余
年
が
経
過
し
て
老
朽
化
が
進
み
改
修
に
係
る
費
用
が
多
大
と
な
る
た
め
平
成
二
十

一
年
九
月
檀
家
集
会
で
新
築
す
る
事
の
決
定
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
檀
信
徒
の
皆
様
、
住
職
様
、
曼
荼
羅
講
様
よ
り
多
額
の
ご
寄
進
を
頂
き
平
成
二
十
二
年
度
に
建
築
工
事

を
実
施
し
、
平
成
二
十
三
年
度
宗
祖
法
然
上
人
八
百
年
御
遠
忌
法
要
と
先
住
明
空
隆
秀
和
尚
の
住
職
歴
五
十
年
を
記
念
し
併
せ
て
山
門
落
慶
法
要
を
実
施
す
る
計
画
で
ま
い

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
残
念
に
も
、
明
空
隆
秀
和
尚
は
工
事
半
ば
で
浄
土
へ
旅
立
た
れ
、
さ
ぞ
か
し
無
念
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
竣
工
予
定
は
、
約
二
ヶ
月
遅
れ

ま
し
た
が
境
内
整
備
工
事
と
併
せ
て
、
平
成
二
十
二
年
度
末
に
完
成
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

こ
れ
も
、
施
工
を
し
て
頂
い
た
株
式
会
社
大
仙
工
務
店
様
を
始
め
関
係
者
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
と
、
多
額
の
浄
財
を
ご
寄
進
頂
き
ま
し
た
檀
信
徒
の
皆
様
方
の

お
陰
と
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

ま
た
、
晋
山
式
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
住
が
昨
年
十
月
に
ご
逝
去
さ
れ
、
当
時
副
住
職
と
し
て
務
め
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
ご
子
息
の
小
野
晃
昌
師
が
新
住
職
と
し
て
本

山
の
ご
承
認
の
も
と
務
め
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
檀
家
一
同
に
と
り
ま
し
て
、
こ
れ
程
あ
り
が
た
い
こ
と
は
御
座
い
ま
せ
ん
。 

 

ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
ご
寺
院
様
に
は
、
先
住
明
空
隆
秀
上
人
同
様
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

晋
住
は
、
現
在
教
職
員
と
し
て
重
責
な
立
場
に
お
ら
れ
、
そ
の
上
に
多
忙
な
法
事
を
勤
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
奥
様
を
始
め
ご
母
堂
様
、
ご
子
息
様
と
家
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族
皆
様
方
の
ご
協
力
の
お
陰
で
あ
り
、
若
さ
と
英
知
で
こ
の
激
務
を
乗
り
越
え
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
に
檀
家
一
同
は
、
感
謝
の
念
で
い
っ
ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
の
こ
と
は
、
今
は
無
き
先
住
明
空
隆
秀
上
人
様
の
ご
加
護
の
賜
物
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

私
は
、
今
、
阿
弥
陀
様
の
側
か
ら
ニ
ッ
コ
リ
と
微
笑
ん
で
見
て
頂
い
て
い
る
先
住
の
お
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

 

阿
弥
陀
寺
に
ゆ
か
り
の
あ
る
有
縁
・
無
縁
の
ご
先
祖
の
霊
位
の
ご
加
護
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
皆
々
様
に
重
ね
て
お
礼
を
申
し
上
げ
謝

辞
と
致
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

合 

掌 

平
成
二
十
三
年
九
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

阿
弥
陀
寺
檀
家 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

総
代
代
表 

田
中
善
次 

  

 

付
記 

 

山
門
落
慶
法
要
並
び
に
晋
山
式
に
あ
た
り
、
記
録
写
真
の
提
供
を
い
た
だ
い
た
「
け
い
は
ん
な
ｍ
ｏ
ｖ
ｉ
ｅ
サ
ー
ク
ル
」
の
皆
様
に
誌
面
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。 
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西
山
浄
土
宗
で
用
い
る
二
つ
の
紋
に
つ
い
て 

 

 

西
山
浄
土
宗
の
宗
紋
は
『
竜
胆
車
（
り
ん
ど
う
ぐ
る
ま
）
』
で
す
。
『
久
我
竜
胆
（
こ
が
り
ん
ど
う
）
』
と
も
呼
ば
れ
、
流
祖
西
山
上
人
が
幼
尐
期
に
久
我
通
親 

 
（
こ
が
み
ち
ち
か
）
の
猶
子
（
養
子
）
と
な
っ
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。 

   

 

も
う
一
つ
の
紋
は
、
宗
祖
法
然
上
人
の
生
家
、
漆
間
（
う
る
ま
）
家
由
来
の
『
杏
葉
（
ぎ
ょ
う
よ
う
）
』
紋
で
す 

             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 

 
 

西
山
浄
土
宗 

大
陽
山 

阿
弥
陀
寺 

 
 

 

山
門
落
慶
法
要 

 
 

 

晋 

山 

式 

 
 

 
 

 

編
集
者 

 
 

 
 

 
 

住 
 

職 

小
野
晃
昌 

  
 

 
 

 
 

現
寺
総
代 

 

田
中
善
次 

 

田
中 

隆 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

川
井
充
朗 

 

寺
島
展
正 

 

 
 

前
寺
総
代 

 

上
野
英
彦 

 

岩
里
良
巳 

 

 
 

 

印
刷
所 

 
 

 
 

 

西
本
印
刷
株
式
会
社 

 
 

 
 

 
 

 

平
成
二
十
三
年
九
月
吉
日 

旧山門に使われていた欅の柱から、数

珠を作り、山門落慶法要記念としてお

渡しいたしました。 

 

記 

念 

誌 


